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　令和６年第３回定例会は、９月６日から９月25日
までの20日間の会期で開きました。今定例会では、
報告１件、単行議案３件、補正予算５件、決算認定
６件等を審議しました。（関連記事P６～７）
　一般質問には６人の議員が登壇し、執行部に質問
を行いました。（関連記事ｐ.8 ～ 14）

　また、町長から提案された令和５年度一般会計、
各特別会計、水道事業会計の決算は、決算審査特別
委員会を設置して審査を行い、全ての会計を認定し
ました。（関連記事P. ２～５）
　なお、令和５年度の一般会計歳入歳出の決算のあ
らましは次のとおりです。

事業効果を審査し認定

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

町税の内訳
区　分 金　額

町民税 2億3385万円

個人 2億  474万円

法人 2910万円

固定資産税 5億5423万円
志布志石油
備蓄基地分 2億6709万円

軽自動車税 3177万円

種別割 3077万円

環境性能割 99万円

町たばこ税 4999万円

　

主
な
理
由
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
が
５
億
１
８
６
９
万
円
減
で
す
。

ま
た
、
志
布
志
石
油
備
蓄
基
地
に
か

か
る
固
定
資
産
税
（
固
有
資
産
等
交

付
金
）
は
、約
３
３
１
万
円
減
と
な
っ

て
い
て
、
年
々
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
以
下
で
あ
れ

ば
、
東
串
良
町
の
財
政
が
良
好
な
状

態
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道

事
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

※�

数
値
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
場
合
は
、

「
－
」
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

財
政
は
引
き
続
き
良
好

町税
８億6986万円
（11.8％）

自　　 　 　
　主  　 　

　財　 
   源

　　（37.4％）
依　　 　 　
存   　　 　
財    　　 
 源   　

　　（62.6％）

繰入金
３億4605万円
（4.7％）

寄附金
11億9613万円
（16.2％）

地方交付税
22億6478万円
（30.7％）

町債
７億5382万円
（10.2％）

県支出金
５億7979万円
（7.9％）

国庫支出金
８億1782万円
（11.1％）

地方消費税等
２億884万円
（2.7％）

分担金・使用料等
３億3608万円
（4.7％）

ふるさと
納税など

歳  入
73億

7320万円

自治体の規模や人口に応じて
国から交付される

町の
借入金

自
主
財
源
対
前
年
度
比

約
６
億
１
８
５
８
万
円
減

ピックアップピックアップ

健全化判断比率の区分
（一言で表すと）

早期健全化
基準

令和
５年度

①�実質赤字比率�
（一般会計の赤字度） 15.0％ －

（良好）
②�連結実質赤字比率
（全会計の赤字度） 20.0％ －

（良好）
③�実質公債費比率�
（借金割合） 25.0％ 7.9％

（良好）
④�将来負担比率�
（財政圧迫度） 350.0％ －

（良好）
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予算執行や、令和５年度令和５年度
決算認定決算認定

　
令
和
５
年
度
末
現
在
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
合
計
で
す
。

▼
地
方
債（
借
入
金
）

　
58
億
１
５
２
０
万
円

▼
基
金（
貯
金
）

　
50
億
４
２
１
２
万
円

町
の
借
入
金
と
貯
金

令和５年度特別会計歳入歳出決算状況 ※１万円未満を切捨てています

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額
国民健康保険特別会計 11億1746万円 10億4114万円

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 9億8915万円 9億4052万円

介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 818万円 535万円

後期高齢者医療特別会計 1億1403万円 1億1332万円

合　　　　　計 22億2882万円 21億　  34万円

前年度決算額との比較 3.47%減 4.73%減

令和５年度水道事業会計決算状況
※１万円未満を切捨てています

収入決算額 支出決算額

収益的 １億 3592万円 1億 426万円

資本的 0円 6602万円

水道事業会計の経営成績
※１万円未満を切捨てています

総収益 １億 2644万円

総費用 9740万円

純利益 2903万円

民生費
16億3900万円
（22.9％）

総務費
8億1878万円
（11.4％）

農林水産業費
５億4019万円
（7.5％）

土木費
５億1772万円
（7.2％）公債費

（借入の返済）
６億6957万円
（9.3％）

消防費
４億7985万円
（6.7％）

衛生費
３億5454万円
（5.0％）

商工費
14億9772万円
（20.9％）

議会費
6566万円
（0.9％）

歳  出
71億

7419万円

町道整備、
橋梁補修、

特公賃住宅改修
中学校プール改築工事、

小・中学校補修など

産地パワーアップ事業、
畜産センター舗装など

新型コロナウイルス
ワクチン接種、

子ども医療費助成

えがお支援金
給付金、

コンビニ交付
システム導入など

災害対策総合
 システム設置、

防災庁舎新築工事

子育て世帯臨時
特別給付金、

敬老年金給付事業など
プレミアム付き

商品券発行、
ふるさと納税寄附者

への返礼品など

教育費
５億9113万円
（8.2％）
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決算審査の報告決算審査の報告決算審査の報告決算審査の報告
― 決算審査特別委員会 ―― 決算審査特別委員会 ―― 決算審査特別委員会 ―― 決算審査特別委員会 ―

❶�

財
源
を
見
出
し
な
が
ら
各
種
事
業
が

効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

❷�

本
町
の
安
定
し
た
行
財
政
運
営
の
た

め
に
、
地
方
交
付
税
や
国
有
資
産
等

所
在
市
町
村
交
付
金
、
石
油
貯
蔵
施

設
立
地
対
策
等
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

全
国
石
油
備
蓄
協
議
会
頭
で
積
極
的

に
要
望
活
動
を
し
て
い
る
。

❸�

新
築
さ
れ
た
防
災
庁
舎
で
は
、
国
や

県
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

や
意
思
決
定
を
行
え
る
対
策
本
部
室

を
は
じ
め
、
非
常
用
電
源
と
し
て
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
や
災
害
に
備
え
た

備
蓄
倉
庫
、
災
害
時
に
は
物
資
拠
点

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
で
き
る
車
庫

が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
収

集
や
情
報
共
有
を
図
れ
る
災
害
対
策

総
合
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
本
町

の
防
災
拠
点
を
担
う
多
機
能
な
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

❹�

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
主
財
源
の
確

保
と
地
域
産
業
の
振
興
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
。

❺�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
率
向
上
が
図
ら
れ
て

い
る
。

❻�

納
付
手
段
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
。

❼�

町
税
等
の
徴
収
率
が
全
体
的
に
上
が

り
、
ま
た
、
滞
納
処
分
の
手
続
き
も

取
ら
れ
て
い
る
。

❽�
国
民
健
康
保
険
で
は
、
レ
セ
プ
ト
点

検
の
効
果
が
出
て
い
る
。

※
レ
セ
プ
ト
…
診
療
報
酬
明
細
書

❾�

介
護
予
防
事
業
の
こ
ろ
ば
ん
体
操
や

ひ
ら
め
き
体
操
、
認
知
症
総
合
支
援

の
認
知
症
カ
フ
ェ
が
実
施
さ
れ
、
地

域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
活
動
が
図

ら
れ
て
い
る
。

����

町
単
独
事
業
の
農
林
漁
業
振
興
支
援

補
助
金
に
よ
り
、
農
業
者
等
の
施
設

整
備
や
機
械
導
入
の
支
援
が
図
ら
れ

て
い
る
。

��

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

捕
獲
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
実
績
を

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

��

農
道
や
生
活
道
路
な
ど
の
陳
情
箇
所

は
、
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
整

備
が
図
ら
れ
て
い
る
。

��

い
じ
め
の
認
知
件
数
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
早
期
に
原
因
を
発
見
す
る
こ

と
に
よ
り
い
じ
め
の
対
応
対
策
に
つ

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
歳
入・

歳
出
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

防
災
庁
舎
の
機
能
面
な
ど
を
評
価

  

振
興
会
加
入
率
向
上
を
提
案

評
価
す
る
意
見（
予
算
執
行
・
事
業
効
果
）
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町
当
局
に
　
　
項
目
の
施
策
を
提
案

❶�

振
興
会
未
加
入
世
帯
が

振
興
会
に
加
入
し
、
地
域
連
携

を
深
め
、
防
災
意
識
の
向
上
や

地
域
活
性
化
、
地
域
環
境
衛
生

の
維
持
・
保
全
が
進
む
よ
う
に
、

振
興
会
加
入
率
が
向
上
す
る
た

め
の
対
策
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❷�
耐
用
年
数
30
年
を
経
過
し
て
い

る
志
布
志
石
油
備
蓄
基
地

に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
対
策

な
ど
、
国
へ
の
積
極
的
な
働
き

か
け
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❸�

再
任
用
職
員
の
人
事
配
置

は
、
今
後
と
も
職
員
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資

質
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
適
材

適
所
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

❹�

関
東
、
関
西
東
く
し
ら
会

へ
の
金
銭
的
・
人
的
支
援
を
継

続
さ
れ
た
い
。

❺�
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
を
は
じ
め
、
町

の
観
光
資
源
を
最
大
限
に
活

用
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

❻�

柏
原
地
区
振
興
対
策
な
ど
を
は

じ
め
、
町
の
施
設
を
建
設
す
る

時
は
、
計
画
・
立
案
に
も
住

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❼� 

耕
作
地
内
へ
の
空
き
缶
空
き
瓶

の
不
法
投
棄
を
撲
滅
さ
せ
る

方
策
を
図
ら
れ
た
い
。

❽�

徴
収
の
専
門
員
を
配
置
し
、

徴
収
の
強
化
を
図
る
た
め
に
も

滞
納
処
分
を
積
極
的
に
す
す
め
、

不
納
欠
損
の
縮
減
を
図
り
、
税

の
公
平
性
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❾�

松
林
内
の
マ
ツ
ケ
ム
シ
対

策
は
、
引
き
続
き
適
期
に
防
除

を
行
う
よ
う
対
策
強
化
を
図
ら

れ
た
い
。

���

農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、
水

土
里
サ
ー
ク
ル
事
業
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
継

続
的
に
努
め
ら
れ
た
い
。
特
に
、

川
西
南
部
と
松
林
周
辺
の
耕
作

放
棄
地
の
対
策
を
強
化
さ
れ
た

い
。

��

Ⅰ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
受
け
入

れ
体
制
を
確
立
し
、
新
規
就
農

者
や
農
業
後
継
者
の
育
成
に
努

め
ら
れ
た
い
。

��

児
童
生
徒
の
個
性
を
伸
ば

す
指
導
を
工
夫
し
な
が
ら
、
学

力
・
体
力
向
上
に
つ
い
て
、
継

続
的
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

��
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
文
化

祭
な
ど
で
、
芸
術
活
動
を
行
っ

て
い
る
町
出
身
者
や
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
の
活
用

を
図
ら
れ
た
い
。

��

町
民
の
文
化
的
・
ス
ポ
ー
ツ
的

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
事
業
団
体
へ

の
支
援
を
充
実
さ
れ
た
い
。

今後の東くしら会にも支援を今後の東くしら会にも支援を

フェンスを２ｍ高に更新（池之原小）フェンスを２ｍ高に更新（池之原小）

14

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

議
会
だ
よ
り
東
く
し
ら
第

１
６
２
号
（
令
和
６
年
８
月
13

日
発
行
）
の
、
２
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
で
語
ろ
会
」
の
町
民
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
の
欄

に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
公
立
高
校
給
食
も
含
め

て
無
償
化
し
て
ほ
し
い
。

（
正
）
公
立
高
校
で
も
給
食
を

出
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば

親
も
助
か
る
。

な
が
っ
て
い
る
。

��

小
中
学
校
の
施
設
整
備
は
利
用

し
や
す
い
工
夫
が
図
ら
れ
、
ま

た
、
池
之
原
小
学
校
に
お
い
て

は
正
門
側
の
フ
ェ
ン
ス
を
２
ｍ

に
取
り
換
え
る
な
ど
安
全
対
策

を
講
じ
、
学
校
環
境
の
整
備
が

図
ら
れ
て
い
る
。

��

学
校
給
食
の
食
材
調
達
は
、
町

内
産
、
県
内
産
を
積
極
的
に
活

用
し
、
食
育
活
動
も
推
進
さ
れ

て
い
る
。

5 東くしら町議会だより



（備考：○…賛成　×…反対　ー…表決権なし）

件　　名

賛否の意思表示

議決結果上　
池

小　
川

児　
玉

瀨
戸
山

牧　
原

西　
園

前　
田

上　
園

宮　
地

田
之
畑

人事

人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 適　　任
 解説  宮園憲子氏（１期目、岩弘中）を候補者として決めました。
人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 適　　任
 解説  末村玲子氏（２期目、境）を候補者として決めました。

その他

鹿児島県後期高齢者医療広域連合規約の変更 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × ー 可　　決
 解説  法律の改正に伴い、規約を見直すことを決めました。
損害賠償の額を定めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可　　決
 解説  消防自動車にて避難者を送迎した際、駐車中の車両に衝突したため、その損害賠償額（289,200円）を
決めました。

条　　例

郵便切手、郵便はがき、印紙及び証紙購入基金条例【一
部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

 解説  基金の額「50万円」を「80万円」に改めました。
東串良町農村環境改善センターの設置及び管理に関する
条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

 解説  第２条の条文に「や農村におけるこども・子育ての支援」を加えました。
東串良町国民健康保険条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決
 解説  法律の改正に伴い、字句等の見直しを決めました。

令和６年度
補正予算

一般会計補正予算（第４号）（関連記事P. ７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決
国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決
 解説  前年度繰越金を7631万3千円追加し、総額11億2995万4千円としました。
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決
 解説  前年度繰越金などを1701万2千円追加し、総額9億9079万円とし、債務負担行為できる事項等を決めました。
介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決
 解説  前年度繰越金を282万1千円追加し、総額687万6千円としました。
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決
 解説  保険料などを452万3千円追加し、総額1億1648万4千円としました。

令和５年度
決　　算

一般会計 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ー 認　　定
国民健康保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認　　定
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認　　定
介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認　　定
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認　　定
水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認　　定

委員会
提出議案

東串良町議会会議規則【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決
 解説  議会に係る手続のオンライン化に対応した改正と、社会情勢等に照らし字句等を見直しました。
東串良町議会委員会条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決
 解説  議会に係る手続のオンライン化に対応した改正と、委員選任に関する規定を見直しました。

議案等に対する
議員の賛否状況

採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示を求め、それ
を集計することを言います。

表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表示をし、議会
の意思決定に参加することを言います。表決には、起立によるもの、投票
によるもの、異議の有無の確認のみを諮る簡易採決の方法があります。

※�過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

９月議会
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予算額

379万円

農
林
漁
業
振
興

支
援
補
助
金

　
資
材
価
格
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
て
い
る
農
業
者
等
に
対
す
る
補

助
金
で
す
。

対
象
者
：
農
業
者
・
漁
業
者
・
養

鰻
業
者

交
付
上
限
額
：

５
万
円
（
対
象

経
費
の
２
分
の

１
以
内
）

予算額

200万円

予算額

500万円

議会のユーチューブ配信始めました！

◀�ホームページ�
二次元コード

●�閲覧できる期間は、およそ１年です。

●閲覧方法について、２パターンお知らせします。東串良町議会チャンネル名

その①
右の二次元コードから
東串良町ホームページの
「一般質問の録画配信」の
ページへアクセスする。

▼
質問議員の「外部リンク」を

クリックする。

その②

「YouTubeで開く」を
タップする。

二次元コードにかざす。

スマートフォンのカメラを起動。

本誌９～14ページ掲載の
各議員の二次元コードから

アクセスする。

▼

▼

▼

予算額

2000万円

町
道
の
補
修

松
林
内
の

樹
木
伐
採

　
樹
木
医
に
診
断
し
て
も
ら
っ
た

レ
ベ
ル
４
の
木
を
40
本
程
伐
採
、

処
分
し
ま
す
。

フ
ロ
ア
の
改
修

　
役
場
１
階
の
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
が
劣

化
し
て
い
る
た
め
、
フ
ロ
ア
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
町
道
吉
元
溜
水
線
・
西
牟
田
雪
山
線
の
横
断

暗
渠
の
箇
所
が
傷
ん
で
い
る
た
め
、
段
差
解
消

の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
道
豊
栄
大
隅
線
は
道
路
の
排
水
が

な
い
所
が
あ
る
た
め
、
横
断
暗
渠
を
入
れ
る
工

事
を
行
い
ま
す
。

排水用の横断暗渠を設ける排水用の横断暗渠を設ける
（豊栄大隅線）（豊栄大隅線）

横断暗渠の段差解消工事を行う横断暗渠の段差解消工事を行う
（西牟田雪山線）（西牟田雪山線）

予算額

2520万円

保
育
所
等
の

給
食
支
援

　
物
価
高
に
よ
る
子
育
て
世
帯
へ

の
負
担
軽
減
等
を
図
る
た
め
、
保

育
所
等
に
対
し
て
必
要
な
経
費
を

一
部
助
成
し
ま
す
。

９９月議会月議会
予算等予算等
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町
政
を
問
う

一 般 質 問
一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般に�
わたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけ
ではなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する
議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁を�
あわせて１人 60分以内となっています。

牧原　完治（12ページ）
⃝�給食センターはなぜJV方式
だったのか
⃝�今後の公共工事の入札は一般
競争入札を採用すべきではな
いか

小川　香織（11ページ）
⃝�発災前後の公的対応は
⃝�学校給食費無償化について　
他

児玉　勇治（10ページ）
⃝�今後、町から備蓄側へ問い合
わせる気はないか
⃝�柏原消防会館の高台移設検討
のその後　他

宮地　利雄（９ページ）
⃝�石油備蓄基地と新たな関係を
築くべきではないか
⃝��肝付町の区域のタンクはいく
つか

瀨戸山　譲一（14ページ）
⃝�ランドブレインの業務内容は
⃝�複合施設建設ではどういうシ
ミュレートをしているのか

上園　ミキ（13ページ）
⃝�池之原幼稚園の現況は
⃝�近隣市町の設置状況は

※�掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、東串良町議会広報広聴常任委員
会が編集したものです。
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43
基
の
う
ち
37
基
で
原

油
が
漏
れ
た
、
割
合
に
す
る
と

86
％
の
タ
ン
ク
で
あ
る
。

　

基
地
か
ら
の
第
一
報
は
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
、
本
町
に
伝

え
ら
れ
た
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

８
月
８
日
午
後
４
時
43

分
頃
に
、
日
向
灘
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
１
、
本
町

で
震
度
５
弱
が
観
測
さ
れ
る
地
震

が
発
生
し
た
。
翌
８
月
９
日
の
午

前
８
時
30
分
頃
、
町
の
総
務
課
長

へ
、
志
布
志
石
油
備
蓄
株
式
会
社

よ
り
、「
タ
ン
ク
上
部
の
屋
根
が

可
動
式
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
に
じ

む
程
度
の
漏
油
が
あ
っ
た
が
、
操

業
に
影
響
は
な
い
。
ま
た
、
一
部

液
状
化
及
び
一
部
通
路
の
亀
裂
が

あ
る
が
消
防
車
両
等
の
通
行
に
影

響
は
な
い
。」旨
の
一
報
を
受
け
た
。

　
　
　
　

町
当
局
が
現
地
に
駆
け

つ
け
る
ま
で
の
基
地
当
局
と
の
会

話
、
対
話
、
時
系
列
で
報
告
を
。

　
　
　
　

８
月
12
日
夕
方
の
Ｍ
Ｂ

Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
本
町
と
し

て
も
、
詳
細
な
被
災
状
況
を
確
認

す
べ
き
と
判
断
し
、
翌
８
月
13
日

に
備
蓄
基
地
関
係
者
へ
説
明
要
請

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
２
時
30
分
頃
、

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金

属
鉱
物
資
源
機
構
所
長
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
職
員
が
４
名
来
庁
さ

れ
、
基
地
内
の
被
災
状
況
報
告
及

び
そ
の
被
災
に
伴
う
対
処
方
法
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

22
日
に
私
を
含
め
、
役
場
よ
り

６
名
で
現
場
確
認
を
行
っ
た
。

　
　
　
　

基
地
内
に
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
た
と
い
う
報
道
に
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
辺
り
の

構
成
の
状
況
が
分
か
れ
ば
、
ど
の

よ
う
な
対
策
本
部
と
な
っ
て
い
た

の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

志
布
志
石
油
備
蓄
株
式

会
社
に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法

で
定
め
る
志
布
志
石
油
備
蓄
自
衛

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
協
力
会
社
14
者
を
含

め
て
１
日
１
０
０
人
規
模
の
作
業

と
の
こ
と
。

　
　
　
　

１
日
１
０
０
人
と
い
う

と
、
大
き
な
規
模
の
組
織
が
地
震

発
生
後
、
動
い
て
き
た
と
い
う
こ

と
は
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
今

度
は
日
向
灘
と
い
う
よ
り
も
南
海

ト
ラ
フ
に
よ
る
地
震
、
津
波
、
液

状
化
現
象
な
ど
、
こ
れ
は
必
ず

や
っ
て
く
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る

宮 

地
町 

長
宮 

地
町 

長

宮 

地
町 

長
宮 

地

わ
け
で
あ
る
。

　

今
後
の
基
地
の
存
続
に
関
わ
る

指
標
に
つ
い
て
、
町
と
基
地
と
の

間
で
協
定
な
ど
を
結
ぶ
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

平
成
４
年
８
月
27
日
に

鹿
児
島
県
並
び
に
東
串
良
町
及
び

肝
付
町
と
志
布
志
石
油
備
蓄
株
式

会
社
は
、
石
油
備
蓄
の
操
業
に
関

す
る
災
害
防
止
に
つ
い
て
万
全
を

期
す
た
め
、
災
害
防
止
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

　

こ
の
協
定
の
目
的
は
、
基
地
の

操
業
に
係
る
災
害
の
防
止
に
関
す

る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
の
発
生
及
び
拡
大
の

防
止
等
の
た
め
の
最
善
の
措
置
を

講
じ
、
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
の
災
害
防
止
協
定
は
、
現
在

も
継
続
し
て
い
る
の
で
、
あ
え
て

新
た
な
関
係
を
築
く
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

町 

長

Ｑ．
Ａ．協定継続中のため必要ない

石油備蓄基地との新たな
関係を築くべきではないか

YouTubeYouTube

宮
みや
地
じ
  利
とし
雄
お
 議員

�

肝
付
町
の
区
域
の
タ
ン
ク

は
い
く
つ
か

６
基
で
あ
る

　
　
　
　

肝
付
町
の
区
域
内
に
あ

る
タ
ン
ク
の
数
は
、
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

43
基
の
う
ち
６
基
が
肝

付
町
の
区
域
で
あ
る
。
肝
付
町
を

含
め
た
協
議
の
場
は
必
要
と
考
え

て
い
る
が
、
既
に
協
定
が
あ
る
の

で
、
協
定
に
基
づ
い
て
対
応
し
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　

複
合
施
設
の
効
果
と
配
慮
、
里

道
の
町
道
格
上
げ
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

※
内
容
に
つ
い
て
は
会
議
録
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮 

地
町 

長

基地内には 43基のタンクがある基地内には 43基のタンクがある
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今
回
の
地
震
で
備
蓄
側

か
ら
の
被
害
の
報
告
が
遅
い
と
思

う
が
、
今
後
、
町
か
ら
備
蓄
側
へ

問
い
合
わ
せ
る
気
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

本
来
で
あ
れ
ば
国

等
々
か
ら
町
に
、
詳
細
な
説
明
を

逐
次
も
ら
い
た
い
が
、
時
間
的
な

タ
イ
ム
も
あ
る
の
で
、
※

９
条
に

基
づ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
。

　
　
　
　

津
波
も
含
め
国
へ
の
働

き
か
け
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
国
へ

の
協
議
を
求
め
る
計
画
は
な
い
か
。

　
　
　
　
町
民
の
不
安
を
少
し
で

も
解
消
す
る
た
め
、
資
源
機
構
、

必
要
で
あ
れ
ば
国
や
県
へ
も
要
請

し
て
い
き
た
い
。
上
京
す
る
際
は
、

国
の
体
制
を
し
っ
か
り
聞
き
、
必

要
で
あ
れ
ば
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
の
先
生
等
の
力
も
お
借
り
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　

�

柏
原
消
防
会
館
の
高
台

移
設
検
討
の
そ
の
後

理
想
の
土
地
を
模
索
中

　
　
　
　
以
前
、
柏
原
消
防
会
館

を
高
台
へ
移
転
を
検
討
し
た
い
と

回
答
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
移

転
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
に
記
載
し
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
る
。

　

現
在
、
消
防
団
詰
所
、
柏
原
地

区
の
避
難
所
、
集
会
所
の
機
能
を

果
た
す
建
物
と
し
て
、
理
想
の
土

地
を
今
検
討
し
、
模
索
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

　
　
　
　
柏
原
消
防
会
館
を
柏
原

小
学
校
の
北
側
に
あ
る
町
営
住
宅

あ
た
り
は
ど
う
か
。
分
団
車
庫
が

小
学
校
の
近
く
に
あ
る
こ
と
で
、

最
終
的
な
避
難
の
状
況
を
確
認
し

た
後
、
柏
原
小
学
校
に
避
難
が
で

き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
柏
原

の
活
性
化
、
そ
し
て
住
民
の
避
難

に
対
す
る
安
心
感
を
与
え
る
た
め

に
も
、
１
日
で
も
早
い
公
共
施
設

の
高
台
へ
の
移
動
を
希
望
す
る
。

児 

玉
総
務
課
長

児 
玉

町 

長
※
９
条
…
災
害
防
止
協
定
の

第
９
条
に
お
い
て
、
基
地
に
立

ち
入
り
、
検
査
し
、
又
は
関
係

者
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
定
め
て
い
ま
す
。

児 

玉
町 

長
児 

玉

Ｑ．
Ａ．９条に基づいて問い合わせる

今後、町から備蓄側へ
問い合わせる気はないか

YouTubeYouTube

児
こ
玉
だま
　勇
ゆう
治
じ
 議員

　
　

�

本
町
は
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査

を
実
施
し
た
か

今
年
６
月
に
実
施
し
た

　
　
　
　
目
標
値
を
超
え
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
※
１

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
、

全
国
の
水
道
水
や
河
川
か
ら
相
次

ぎ
検
出
さ
れ
て
、
健
康
へ
の
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
町
は
検
査

を
実
施
し
た
か
。

　
　
　
　
今
年
６
月
に
国
土
交
通

省
と
環
境
省
の
依
頼
に
基
づ
き
、

臨
時
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
た

が
、
基
準
値
を
超
え
る
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

河
川
は
、
検
査
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
環
境
省
の
全
国
調
査
で

肝
属
川
の
水
質
検
査
を
実
施
し
、

基
準
値
を
超
え
る
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ

る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
二

つ
の
物
質
、
※
２

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
※
３

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
人
や
動
物
へ
の
毒
性

が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
重
大
な
も

の
だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
　
現
状
で
は
、
ど
の
程
度

児 

玉
町 

長
児 

玉
町 
長

の
量
が
身
体
に
入
る
と
影
響
が
出

る
の
か
も
含
め
て
、
科
学
的
な
知

見
が
不
十
分
で
あ
り
、
現
在
、
環

境
省
が
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
関

す
る
最
新
の
知
見
や
浄
化
技
術
を

水
道
事
業
者
が
活
用
で
き
る
よ
う

に
国
土
交
通
省
と
連
携
し
て
、
整

理
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

　

本
町
水
道
事
業
で
は
、
継
続
的

な
濃
度
の
把
握
に
努
め
、
今
後
さ

ら
な
る
科
学
的
知
見
が
得
ら
れ
た

場
合
に
は
、
適
宜
必
要
な
見
直
し

を
実
施
し
、
引
き
続
き
住
民
へ
安

心
安
全
な
水
道
水
の
供
給
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

※
１　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は

　
「
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
ア
ル
キ
ル
物

質
」
と
い
う
化
学
物
質
の
グ
ル
ー

プ
の
名
前
。
汚
れ
が
つ
き
に
く
く

す
る
性
質
が
あ
り
、
フ
ラ
イ
パ
ン

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
雨
具
な
ど
に

使
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
自
然

に
分
解
さ
れ
に
く
く
、
長
い
間
環

境
に
残
り
続
け
る
た
め
、
地
球
や

人
間
の
体
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
。

※
２　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
は

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
中
の
ひ
と
つ
。
か

つ
て
は
防
水
ス
プ
レ
ー
や
衣
類
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
も
体
に
入
る
と
悪
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
今
は

使
わ
な
い
国
が
多
い
。

※
３　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
は

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
種
。
フ
ラ
イ
パ

ン
や
食
器
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
体
や
環
境

に
害
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
今

は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
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災
害
が
発
生
す
る
前
・

中
・
後
に
お
け
る
公
的
対
応
と
国
、

県
、
町
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

　
　
　
　
発
災
時
も
発
災
後
も
基

本
的
な
対
応
は
、
当
該
自
治
体
主

体
に
よ
っ
て
町
で
の
対
応
と
な
る
。

　
し
か
し
、
定
期
的
に
県
へ
被
災

状
況
や
体
制
、
避
難
情
報
等
の
報

告
を
行
い
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
国

や
県
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
。
ま

た
、
自
衛
隊
や
消
防
組
合
職
員
も

対
策
本
部
に
参
加
し
協
力
し
て
い

た
だ
く
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。

　
　
　
　
円
山
公
園
の
キ
ャ
ン
プ

施
設
利
用
時
に
地
震
が
あ
っ
た
際
、

利
用
客
が
安
心
で
き
る
対
応
が
で

き
た
か
。

　
　
　
　
　
地
震
発
生
時
、
津
波

注
意
報
が
あ
っ
た
の
で
、
職
員
に

指
示
を
出
し
、
宿
泊
客
も
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
集
合
し
て
も

ら
っ
た
。
余
震
の
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
職
員
を
次
の
日
ま
で
待
機

さ
せ
た
。
ま
た
、
新
し
い
情
報
は

宿
泊
客
に
も
つ
な
ぐ
よ
う
、
対
応

を
し
た
。

　
　
　
　

避
難
行
動
に
関
す
る
掲

示
板
は
必
ず
大
き
な
場
所
に
掲
げ

小 

川
町 

長
小 

川
企
画
課
長

小 

川

な
い
と
い
け
な
い
。
職
員
も
安
心

し
て
誘
導
が
で
き
る
よ
う
お
願
い

す
る
。

　
　

�

学
校
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て

考
え
て
い
な
い

　
　
　
　

学
校
給
食
費
無
償
化
の

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

無
償
化
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
幾
度
と
な
く
質
問
が
あ
り
、

町
長
は
考
え
て
い
な
い
旨
の
答
弁

を
し
て
き
た
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
学
校
給
食
の
質
を
維
持
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
現
時
点
で
は
学
校
給
食

費
を
無
償
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

�

給
食
セ
ン
タ
ー
の
計
画

の
変
更
は

　
　

�

今
後
生
じ
る
場
合
が
あ

る

　
　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
計
画
に
対
す
る
変
更
な
ど
が
あ

る
か
。

　
　
　
　

今
後
、
工
事
の
工
程
等

に
関
し
て
は
変
更
が
生
じ
る
場
合

も
あ
る
。
設
計
業
者
や
工
事
業
者

小 

川
教
育
長

小 

川
町 

長

と
の
定
期
的
な
工
程
会
議
及
び
現

地
に
出
向
い
て
の
工
事
の
進
捗
状

況
等
を
確
認
し
、
令
和
７
年
９
月

１
日
に
は
開
始
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

�

投
票
環
境
の
改
善
に
つ

い
て

　
　

�

近
隣
１
市
４
町
で
最
も

高
い
伸
び
率
と
な
っ
た

　
　
　
　

期
日
前
投
票
に
お
け
る

投
票
場
所
を
新
た
に
設
置
し
た
際

の
評
価
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
県

知
事
選
挙
期
日
前
投
票
に
お
い
て
、

令
和
６
年
６
月
21
日
か
ら
24
日
の

４
日
間
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ネ
サ
キ
東

串
良
店
に
投
票
所
を
増
設
し
た
。

　
投
票
者
は
合
計
３
０
８
名
と
い

う
結
果
で
あ
り
、
今
回
の
県
知
事

選
挙
と
令
和
５
年
４
月
に
投
開
票

の
あ
っ
た
県
議
会
議
員
選
挙
を
単

純
に
投
票
率
の
み
比
較
す
る
と
、

投
票
率
が
５
・
31
％
増
加
し
、
期

日
前
投
票
の
投
票
率
は
７
・
14
％

増
加
し
た
。
ま
た
、
同
じ
条
件
で

近
隣
１
市
４
町
と
投
票
率
を
比
較

す
る
と
、
期
日
前
投
票
の
伸
び
率

は
最
も
高
い
結
果
に
な
っ
た
。

　
今
後
の
計
画
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
所
設
置
場
所
や
開
設

日
数
等
を
検
討
し
、
皆
様
が
引
き

続
き
投
票
所
に
足
を
運
び
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

※
内
容
に
つ
い
て
は
会
議
録
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小 

川
選
挙
管
理
委
員
長

増設された期日前投票所増設された期日前投票所
（手前のプレハブ）（手前のプレハブ）

Ｑ．
Ａ．自治体主体の町による対応

発災前後の公的対応は
YouTubeYouTube

小
お
川
がわ
　香

か
織
おり
 議員
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牧
まき
原
はら
　完
かん
治
じ
 議員

Ｑ．
Ａ．主に3つのメリットがある

給食センターはなぜ JV 方式
だったのか

　
　
　
　

今
回
の
工
事
は
税
込
み

で
約
16
億
円
と
い
う
非
常
に
高
額

な
入
札
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
今
回
の
工
事
は
な
ぜ
Ｊ
Ｖ

方
式
を
採
用
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　

Ｊ
Ｖ
の
形
態
と
し
て
は
、

町
内
業
者
を
主
体
と
し
た
大
隅
地

域
振
興
局
管
内
の
Ａ
ラ
ン
ク
の
業

者
と
の
Ｊ
Ｖ
で
の
構
成
と
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
Ｊ
Ｖ
の
メ
リ
ッ
ト

は
次
の
と
お
り
。

①
信
用
力
や
融
資
力
が
拡
大
す
る

こ
と

②
技
術
力
や
作
業
員
が
担
保
で
き

る
こ
と
。
大
規
模
工
事
の
場
合
、

必
要
な
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
企

業
を
探
す
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、

そ
も
そ
も
人
材
が
不
足
し
て
い
た

り
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

③
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
こ
と

　
　
　
　

入
札
参
加
者
は
、
何
者

あ
っ
た
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

２
企
業
体
が
参
加
し
た
。

　
　
　
　

最
初
か
ら
２
者
だ
っ
た

の
か
。

　
　
　
　

１
企
業
体
の
辞
退
が

あ
っ
た
。

　
　
　
　

２
者
に
な
れ
ば
入
札
率

が
下
が
ら
な
い
な
と
い
う
こ
と
を

予
期
し
て
入
札
を
中
止
す
る
か
、

ま
た
は
再
検
討
す
る
、
そ
う
い
う

手
だ
て
が
あ
っ
た
と
思
う
。
一
つ

残
念
に
思
う
が
、
そ
こ
で
予
定
価

格
の
公
表
が
あ
っ
た
の
か
、
予
定

価
格
、
入
札
額
、
落
札
率
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

予
定
価
格
は
公
表
し
た
。

予

定

価

格

は

税

抜

き

で

14
億
４
６
４
６
万
７
０
０
０
円
、

最
低
制
限
価
格
は
税
抜
き
で

13
億
３
０
７
５
万
円
、
入
札
額
は

税
抜
き
で
14
億
３
５
０
０
万
円
、

落
札
率
は
99
・
２
％
で
あ
る
。

　
　
　
　

予
定
価
格
に
近
い
99
・

３
％
で
あ
る
が
、
予
定
価
格
と
変

わ
ら
な
い
入
札
率
だ
っ
た
と
思
う
。

16
億
円
の
資
金
手
当
を
起
債
で
さ

れ
る
と
思
う
が
、
そ
う
さ
れ
て
も

約
30
％
、
５
億
円
前
後
に
つ
い
て

は
一
般
財
源
と
い
う
こ
と
に
な
る

牧 

原
町 

長
Ｊ
Ｖ
（
ジ
ョ
イ
ン
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
）
と
は

　

複
数
の
会
社
が
一
緒
に

チ
ー
ム
を
作
り
、
例
え
ば
、
１

つ
の
会
社
だ
け
で
は
大
き
す

ぎ
る
仕
事
を
や
る
の
が
難
し

い
場
合
、
２
つ
や
３
つ
の
会
社

が
力
を
合
わ
せ
て
「
私
た
ち
が

一
緒
に
や
り
ま
す
」
と
手
を
組

む
こ
と
。

牧 

原
町 

長
牧 

原
町 

長
牧 

原
町 

長
牧 

原

わ
け
だ
が
、
非
常
に
金
額
が
大
き

い
の
で
予
定
価
格
の
公
表
で
、

99
・
２
％
と
高
か
っ
た
が
、
今
後

の
入
札
に
お
い
て
は
非
公
開
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

　
　
　
　

そ
の
辺
に
つ
き
ま
し
て

は
、
分
析
等
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
県
や
近
隣
市
町
村
の

動
向
等
も
確
認
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

今
回
落
札
さ
れ
た
業
者
、

町
内
で
は
吉
留
組
、
外
西
建
業
だ

が
、
高
額
な
請
負
を
な
さ
れ
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
今
後
の
取
扱
い
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

ま
ず
は
、
落
札
さ
れ
た

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
完
成
に

向
け
て
専
念
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

今
後
の
２
業
者
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
事
業
内
容
や
、
２
者
以
外

の
建
設
業
者
の
育
成
も
視
野
に
入

れ
て
、
推
薦
委
員
会
で
検
討
し
て

も
ら
い
、
対
応
を
考
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

�

今
後
の
公
共
工
事
の
入
札

は
一
般
競
争
入
札
を
採
用

す
べ
き
で
は
な
い
か

　
　

�

検
討
す
る

　
　
　
　

今
後
の
公
共
工
事
の
入

札
の
在
り
方
に
つ
い
て
質
問
す
る

が
、
予
定
価
格
の
公
表
、
非
公
表

を
含
め
、
ま
た
町
内
業
者
の
育
成

も
大
事
だ
と
思
う
。
町
民
の
目
線

に
立
っ
た
と
き
は
、
地
方
自
治
法

の
原
則
に
よ
り
、
一
般
競
争
入
札

を
採
用
す
べ
き
と
思
う
が
、
い
か

が
な
も
の
か
。

　
　
　
　

地
方
自
治
法
に
の
っ
と

り
、
一
般
競
争
入
札
の
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
が
、
今
後
は
い
ろ
い
ろ
な

側
面
か
ら
検
討
す
る
。

　
　
　
　

公
共
事
業
も
町
の
大
事

な
産
業
の
一
つ
だ
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
民
の

血
税
で
事
業
が
行
わ
れ
る
わ
け
だ

が
、
や
っ
ぱ
り
町
民
の
目
線
に

立
っ
た
事
業
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

町 

長
牧 

原
町 

長

牧 

原
町 

長
牧 

原

YouTubeYouTube
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幼
稚
園
は
、
幼
児
を
保

育
し
、
適
当
な
環
境
を
与
え
、
そ

の
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
小
学
校
以
降
の
生

活
や
、
学
習
の
基
盤
を
培
う
学
校

教
育
の
始
ま
り
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
非
常
に
大
切
な
教
育

施
設
で
あ
る
。

　

こ
こ
数
年
、
池
之
原
幼
稚
園
の

園
児
数
は
な
か
な
か
増
え
て
い
な

い
状
況
だ
と
聞
い
て
い
る
。
現
況

（
定
数
、
園
児
数
、
授
業
料
、
給

食
費
、
預
か
り
時
間
、
職
員
体
制
）

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

次
の
と
お
り
。

○
定
数
：
35
人

○
園
児
数
：
４
人

○
授
業
料
：
無
料

○
給
食
費�

：
月
額
４
千
円
で
、
町

が
全
額
補
助
し
て
い
る
。

○
預
か
り�

時
間（
預
か
り
保
育
）：

平
日
は
、
午
後
２
時
～

４
時
ま
で

　
　
　
　

�

夏
休
み
は
、
始
ま
り
と

終
わ
り
に
１
週
間
程
度

○
職
員
体�

制
：
教
諭
２
人
、
事
務

職
員
１
人
、
園
長
と
副

園
長
は
池
小
の
校
長
と

教
頭
が
兼
務

�

近
隣
市
町
の
設
置
状
況
は

�

鹿
屋
・
南
大
隅
・
志
布

志
で
は
閉
園
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

近
隣
市
町
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

鹿
屋
市
立
幼
稚
園
は
、

平
成
23
年
度
末
、
南
大
隅
町
立
幼

稚
園
は
、
平
成
24
年
度
末
、
志
布

志
市
立
幼
稚
園
は
、
令
和
３
年
度

末
で
閉
園
と
な
っ
た
。
な
お
、
肝

付
町
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
現

在
休
園
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

ど
う
し
て
も
幼
稚
園
は

残
し
て
ほ
し
い
。
柏
原
幼
稚
園
が

な
く
な
っ
た
と
き
の
よ
う
に
、
池

之
原
幼
稚
園
も
な
く
な
る
よ
う
な

上 

園
教
育
長

上 

園
教
育
長

上 

園

状
況
に
陥
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
住
民

の
方
々
は
寂
し
い
思
い
を
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

幼
稚
園
と
認
定
こ
ど
も
園
と
の

違
い
、
ど
の
よ
う
に
教
育
長
と
し

て
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

幼
稚
園
は
、
保
護
者
の

就
労
や
家
庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
、
満
３
歳
か
ら
子
ど
も
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
の
管
轄

で
、
小
学
校
へ
向
け
て
の
基
礎
づ

く
り
と
な
る
教
育
を
行
う
教
育
機

関
で
あ
る
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、

幼
稚
園
と
保
育
園
の
機
能
を
併
せ

持
つ
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
管
轄
で

全
て
の
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
よ
っ
て
は
、

預
か
り
保
育
を
午
後
７
時
頃
ま
で

行
っ
て
い
る
園
も
あ
り
、
就
労
し

て
い
る
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
子

ど
も
の
入
園
の
判
断
材
料
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

一
方
、
幼
稚
園
は
、
基
本
の
時

間
の
４
時
間
の
み
の
保
育
が
そ
の

主
流
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
共
働

き
世
帯
の
増
加
も
あ
り
、
預
か
り

保
育
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た

幼
稚
園
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

教
育
長

Ｑ．
Ａ．園児数は４人

池之原幼稚園の現況は
YouTubeYouTube

上
うえ
園
ぞの
　ミキ 議員

　
　
　
　

今
後
に
お
け
る
幼
稚
園

の
必
要
性
、
運
営
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
何
か
対
策
を
講
じ
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　

我
が
子
を
３
歳
ま
で
家

庭
で
育
て
、
満
３
歳
に
な
っ
た
ら

幼
稚
園
に
入
園
さ
せ
た
い
と
い
う

保
護
者
が
い
る
。
ま
た
預
か
り
保

育
で
あ
る
と
幼
稚
園
に
入
園
さ
せ

た
い
と
い
う
保
護
者
も
い
る
。

　

今
後
、
平
日
や
長
期
休
み
の
預

か
り
保
育
の
充
実
、
長
期
休
み
の

給
食
の
提
供
な
ど
、
実
施
可
能
な

も
の
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　

預
か
り
時
間
の
延
長
は

検
討
さ
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

平
日
は
午
後
２
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
時
間
の
延
長
も
考
え
て
み
た

い
。

　
　
　
　

預
か
り
時
間
を
延
ば
し
、

保
護
者
が
利
用
し
や
す
い
体
制
整

備
を
す
る
と
、
前
向
き
な
検
討
を

す
る
と
思
う
。
対
策
さ
え
講
じ
れ

ば
、
必
ず
入
園
者
は
増
え
て
く
る

と
私
は
期
待
す
る
。

上 

園
教
育
長

上 

園
教
育
長

上 

園

池之原幼稚園池之原幼稚園
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去
年
の
３
月
、
複
合
施

設
建
設
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ラ

ン
ド
ブ
レ
イ
ン
と
２
０
０
０
万
円

の
契
約
を
交
わ
し
た
。
こ
の
１
年

間
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
こ
な
し

た
か
。
又
そ
の
収
支
も
尋
ね
る
。

　
　
　
　
本
町
に
類
似
し
た
先
進

地
の
事
例
を
踏
ま
え
、
複
合
施
設

の
在
り
方
を
整
理
し
て
い
る
。
複

数
の
候
補
地
を
抽
出
し
、
比
較
検

討
し
、
ど
こ
に
建
設
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
か
に
つ
い
て
評
価
し
て

い
る
。
新
た
な
複
合
施
設
の
規
模
、

階
数
、
構
造
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

概
算
事
業
費
の
算
出
な
ど
を
行
い

取
り
ま
と
め
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
実
施
し
た
。

　
　

�

複
合
施
設
建
設
で
は
ど
う

い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
を
し

て
い
る
の
か

　
　

�

示
せ
な
い
の
が
現
状

　
　
　
　
複
合
施
設
建
設
は
30
億

円
を
見
立
て
て
い
る
が
40
億
円
～

50
億
円
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
が

予
想
さ
れ
る
。
東
串
良
の
財
政
状

況
か
ら
こ
ん
な
お
金
が
果
た
し
て

あ
る
の
か
。
東
串
良
は
破
産
す
る

の
で
は
と
い
う
話
が
で
て
い
る
。

　

ま
た
、
岩
弘
の
あ
る
道
路
が
、

災
害
の
た
め
１
年
半
も
通
行
止

め
に
な
っ
て
い
る
。
地
元
の
人
か

ら
復
旧
工
事
の
陳
情
が
あ
が
っ
た

が
お
金
が
な
く
当
分
工
事
は
で
き

な
い
と
。
複
合
施
設
が
優
先
な
の

だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
か
ら

複
合
施
設
を
造
る
に
あ
た
り
、
お

金
を
建
設
工
事
に
ど
れ
く
ら
い
の

ウ
ェ
ー
ト
を
置
い
て
、
ど
う
い
う
シ

ミ
ュ
レ
ー
ト
し
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　
総
額
に
つ
い
て
は
示
せ

な
い
の
が
現
状
。
当
然
に
財
源
に

不
足
が
生
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

施
設
の
規
模
も
縮
小
す
る
こ
と
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

�

備
蓄
側
に
対
し
作
っ
た
資

料
等
配
布
し
た
が
、
見
て

も
ら
え
た
か

　
　

�
目
を
通
し
て
い
な
い

　
　
　
　

去
年
の
10
月
25
日
、
志

布
志
石
油
備
蓄
側
と
意
見
交
換
会

で
質
問
し
た
こ
と
が
今
回
の
地
震

で
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、

備
蓄
側
に
対
し
宮
地
議
員
と
作
っ

た
質
問
、
問
答
集
、
資
料
を
配
布

し
た
が
、
見
て
も
ら
え
た
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　
目
を
通
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
そ
れ
で
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
れ
る
の
か
。

瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

Ｑ．
Ａ．複合施設の在り方を整理している

ランドブレインの業務内容は
YouTubeYouTube

瀨
せ
戸
と
山
やま
  譲
じょう
一
いち
 議員

　
８
月
１
日
、
市
町
村
政
研
修
会

が
催
さ
れ
た
。

　

ひ
と
つ
め
は
「
震
災
時
の
対

応
・
危
機
管
理
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
関
西
大
学
教
授
、
河
田
惠
昭

氏
に
よ
る
講
演
で
あ
る
。

　
“
今
迄
の
災
害
へ
の
取
り
組
み

は
絵
空
ご
と
と
思
え
”
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
、
近
く
で
は

熊
本
地
震
な
ど
の
不
意
を
突
く
天

変
地
異
、
そ
し
て
気
候
変
動
に
よ

る
気
象
災
害
が
目
白
押
し
の
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。
災
害
対
策
に
は
、

「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
」
で
臨
む
べ

き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
日
の
ち
ょ
う
ど
１
週

間
後
、
日
向
灘
地
震
で
大
き
な
揺

れ
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。

　
ふ
た
つ
め
が
「
地
域
経
済
と
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
～
持
続
可
能
で
幸
せ

な
鹿
児
島
へ
！
～
」
で
枝
広
淳
子

氏
が
講
演
さ
れ
た
。

　
「
何
が
あ
る
か
、
わ
か
ら
な
い

世
の
中
」
と
切
り
出
さ
れ
、
昨
今

の
自
然
災
害
な
ど
が
多
発
す
る
世

情
の
深
刻
さ
を
唱
え
ら
れ
る
。
も

し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
て

も
、“
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
”、
つ
ま
り
、

「
立
ち
直
る
力
」
を
地
域
か
ら
興

す
べ
き
だ
と
力
説
さ
れ
る
。「
不

安
定
で
不
確
実
で
政
府
に
頼
れ
な

い
時
代
に
ど
う
や
っ
て
幸
せ
な
未

来
を
つ
く
っ
て
い
く
か
？
」
で
先

例
地
を
紹
介
さ
れ
る
。
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
入
っ
て
き
た
お
金
を
、

そ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に
“
循

環
”
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
。
以

前
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
、「
国
は
地
方

の
た
め
に
様
々
な
制
度
を
つ
く
り
、

助
成
金
・
補
助
金
を
提
示
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
。」
だ
か
ら
そ
の
、

お
金
を
い
た
だ
く
べ
く
事
業
の
組

み
立
て
を
し
て
、
手
を
挙
げ
て
勝

ち
取
り
に
行
く
。
そ
の
お
金
を

使
っ
て
地
域
経
済
を
回
す
こ
と
だ

と
解
釈
。
示
唆
に
富
ん
だ
勉
強
会

だ
っ
た
。

新
し
い
地
域
社
会
構
築
の

必
要
性

文
　
瀨
戸
山
　
譲
一
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みんなで
語ろ会

どの会場も　午後７時開始（60分程度）
「地域の課題について」語りましょう

問合せ先：東串良町議会事務局　☎63-3132（直通）

町民と議会との意見交換会を各地域で開催します。
お近くの会場にお越しください。

１１月18日（月）
安留中公民館

（対象：川東北部の方）

11月21日（木）
唐仁集落センター
（対象：新川西の方）

１１月19日（火）
山野公民館

（対象：川東南部の方）

11月22日（金）
柏原消防会館

（対象：柏原の方）

15 東くしら町議会だより



　12月議会は、９日の開会を予定しています。
　１階ロビーのテレビでも議会中継をご覧になれます。
　町政を知る良い機会ですので、役場へお越しの際は、
ご覧ください。
※�本会議については、防災無線でお知らせします。

1212月議会のお知らせ月議会のお知らせ

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター
☆総合センター

是非ご覧ください！

定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

会議録の設置

【東串良町HP】

《作成について》
・�左記は陳情書の様式例になります。
・�請願書については、紹介議員の署名又は記名押印
が必要です。また、件名「○○○○○についての陳
情書」の陳情書の部分を請願書として作成してくだ
さい。
・�陳情者の住所を記載し、署名または記名押印して
ください。
・�法人の場合には所在地とその名称を記載し、代表
者が署名または記名押印してください。
・�陳情者が複数の場合は、その代表を明記してくだ
さい。
・�陳情者の住所、氏名は一般に公開されます。
・�陳情書は１件ごとにその趣旨を簡明に記載してく
ださい。また、必要によっては地図や写真等を添
付してください。

《提出について》
・�陳情書は議会事務局でいつでも（開庁日）受け付け
ています。原則、受付日以降に開会される定例会
で取り扱われます。
・�定例会は年４回（３月、６月、９月、12月）あります。
※�ご不明な点は議会事務局へお問い合わせくださ
い。（☎６３－３１３２）

請願・陳情のしかたについて
　町政についての要望や希望などを、請願書や陳情書として町議会にどなたでも提出する
ことができます。請願は、１人以上の紹介議員（署名又は記名押印）が必要ですが、陳情
は紹介議員は必要ありません。

○年○月○日

東串良町議会
　議長　○○○○　様

（陳情者）住所　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　（印）
電話番号　　　　　　　　

件名　○○○○○についての陳情書

【趣旨】

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

（陳情書の様式例）
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議会だよりクイズ　第29弾

【応募方法】
●�郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局ま

でお送りください。
　・クイズの答え
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・�議会だよりの感想や、町政に対するご意見、

議会へのご要望など
　　（ひとことでもいいです。）
●�１家族につき、１枚の応募とさせていただきます。
●�正解者の中から抽選により、３人の方に図書

カードをお送りします。
●�しめきりは、令和６年12月９日（月）です。（当

日消印有効）
●�あて先
　�〒893-1693　東串良町川西1543 

東串良町議会事務局
※�なお、正解者は、本人が特定されない範囲内で

掲載させていただきます。

議会だよりクイズ第28弾の答え
問題　�本町には、松林の中にドームハウスがあり

ますが、何棟あるでしょう。
答え　②６棟
応募総数６通、正解者６人、当選者３人に図書カードを
進呈しました。（川東・９歳・男性）、（川東・52歳・女性）、（池
之原・６歳・女性）

ふるって

ご応募く
ださい！

正解者に
は

抽選で

図書カー
ド進呈！

例えば
　１．この町に住んで感じること
　２．議会を傍聴して（感想等）
　３．将来の夢
　４．東串良町の未来図（図画）
　５．自慢のワンショット写真　
　６．イラスト（自作に限る）・・・・・・・・・・・など
【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネーム
【応 募 先】〒893-1693 東串良町川西1543番地  東串良町議会事務局
　　　　　 メールアドレス：gikai ＠ higashikushira.com
【しめきり】令和７年１月10日必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。

●�議会だより「東くしら」
に採用された方には、
図書カードをお送りし
ます。

●�応募作品は、第164号
（２月発行）で掲載する
予定です。

投　稿
まって
まーす！

議会だよりに投稿しませんか
１～３の文字数については、
500字以内でお願いします。
なお、添削する場合があります。

近年、農業情勢がますます厳しさ
を増していると言われます。令和
５年度の日本の食料自給率はおよ
そ何％でしょう。（カロリーベース）
① 121％　② 104％
③ 83％　　④ 45％
⑤ 38％

17 東くしら町議会だより



本誌掲載写真は写っている方に無料でお分けします。　お問い合わせ先／東串良町議会事務局　☎６３−３１３２ 18
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え
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な
る

　
町
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ラ
オ
ケ
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室
が

楽
し
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て
い
ま
す
。

　
カ
ラ
オ
ケ
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、
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と
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現
在
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ン
バ
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、
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時
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指
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れ
た
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ラ
オ
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で
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績
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が
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目
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ろ
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。

　
町
民
の
皆
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に
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し
て
い
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だ
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も
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会
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身
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に
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し
い
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思
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す
。

　
ま
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一
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だ
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れ
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ま
す
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し
く
お
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し
ま
す
。

　
カ
ラ
オ
ケ
教
室
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皆
さ
ん

に
馴
染
み
の
あ
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香
西
か
お
り

の
「
酒
の
宿
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丘
み
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り
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佐
渡
の
夕
笛
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な
ど
の
歌
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曲
を
山
口
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模
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し
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全
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ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
大

好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
を
皆
で
一
緒

に
大
き
な
声
で
歌
い
、
有
名
な

歌
手
の
古
い
曲
や
新
し
い
曲
を

全
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で
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た

時
は
最
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に
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し
く
元
気
に
な

る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
指
導
者
の
山
口
さ
ん
は
、
歌

を
唄
う
こ
と
は
声
を
出
し
て
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
歌
詞
を
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現

す
る
こ
と
で
あ
り
、
高
齢
者
の

健
康
増
進
と
認
知
症
予
防
に
も

効
果
が
期
待
で
き
る
と
話
し
て

い
ま
し
た
。取

材
者
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之
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今
年
も
２
カ
月
余
り
と
な
り
ま

す
が
、
自
然
災
害
の
多
い
年
と
な

り
ま
し
た
。
１
月
の
能
登
半
島
地

震
、
夏
の
全
国
的
猛
暑
、
台
風
10

号
に
よ
る
大
雨
災
害
、
宮
崎
県
・

鹿
児
島
県
の
大
地
震
、
そ
し
て
９

編
集
後
記

月
末
の
能
登
半
島
の
地
震
復
興
さ

な
か
の
大
雨
災
害
な
ど
日
本
中
が

自
然
災
害
に
直
面
す
る
１
年
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
も
、
議

会
を
含
め
防
災
対
策
を
し
っ
か
り

と
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
池　
勝
彦

表紙の案内

　大隅地区共進会で西田義博さんが出品したホルスタインが最優秀賞を受賞
し、県共進会へ出場しました。県共進会でも見事に最優秀賞となり、九州連
合共進会（11月３日開催）への出品権を得ました。ホルスタイン共進会の審
査では、牛の「乳が出やすい体の形」「骨格の強さ」「健康で清潔な毛並み」「バ
ランスの取れた体型」がポイントとして重視されます。どれも牛の生産性や
健康さを見極める大切な基準です。ここまで素晴らしい結果を残してきたこ
とは日々の努力の成果です。孫の西田聖陽さんは、「県代表として精一杯頑
張ります」と力強く意気込みを話してくれました。引き続き九州連合共進会
も良い成績となるよう応援しています。

町老連カラオケ同好会町老連カラオケ同好会


